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心 優し き Pa 
ジン が 繰り 広げ ける ファ ンタ ジッ ク な 大 冒 
険 。 ラ ンプ の 友人 ジー ニー や 魔法 の 紋 哲 、 
相棒 アブ ー も 力 を 合わ せ て 大 活躍 ! まる 
で 全て が ディ ズ ニ ー 映 画 の よう ! 

1 1 月 12 日 発売 予定 定価 7.800 円 (税別 ) 


光生 も 本 (20E 古 0 
る 、 数 々 の 仕掛 け を 用 意 。 キ ャ ラク ター の 動き を 
は じ め 、 特 殊 攻撃 の 画面 処理 な ど 驚 く よ う な シー 
“ ] ン が めい っ ぱい 体験 で きる ソ 。 再び “ 光 の 戦士 " 
( ン | の 冒険 が は じ ま る ! 
語 馬 の マル チ メ デ ィ ご 作品 
ぇ 4 売 胃 フミ に レー ト し た ス 
ペク タク ル ロ マ ン 。 人 気 
SF 作家 ・ 田 中 芳樹 氏 と い 
えば SF ファ ン の みな ら 
すず 、 そ の 物語 の 意外 性 と お 
も し ろ さ は ぴか いち 。 原作 
の スト ー リ ー 第 1 部 7 作 ま で を た くみ に 
ゲー ム 化 。 美 し い ア ニメーション と サウ 
ンド で 再現 し た 期待 作 。 
1 1 月 19 日 発売 予定 定価 7.800 円 (税別 ) 


発売 
定価 8.800 円 (税別 ) 


太 泉 の ほとり の 別注 で 、 楽 し い 週末 を 過 

“ メ ご す は ず だ っ た 5 人 の 女の子 達 に 襲 い 

k  。 か か る 、 正 体 不明 の 怪物 た ち 。 謎 解き 
半 〇 に 頭 を 使い 、 ト ラッ プ の 作動 タイ ミン 
ョ グ に 神経 を 研ぎ 澄 ま す 。CD 一 ROM な 
: 胡 ら で は の 懐 の 
を 深い ゲー ム が 
楽 し め 家 呈 。 
選 実質 90 分 以上 
ほ 害 の 動画 を 可能 
Mi に し たん CD2 枚 


1 1 月 19 日 発売 予定 
時 
スタ ー の よう な スピ ー ト ド 感 で 、 曲線 を ふん だ 
こ 取 り 入 れ た 地形 を 利用 し 、 ソ ニッ ク と テ 
馬 サ ルル が 天馬 れ | | 血 ケ ッ ト シ ュー スズ ス ] 
ト ポ ボッ ww ダグ ダ ド な と どこ 新しい アク ショ ン も 加 
わり お も し ろ さ が バー ジョ ン ア ッ プ 。 
11 月 19 日 発売 予定 定価 3.800 円 (税別 ) 
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財団 法人 中 山 隼雄 科学 技術 文化 財 国 


ーー 許 還 証 園 


今日 、 わ が 国 は 経済 力 、 科 学 ・ 技 術 力 の 面 で 国際 社会 を リー ド す る 国 と し て 、 極 め て 重要 な 地位 を 占め 
る に いた り ま し た 。 

そし て 今後 は 、21 世 紀 へ 向け て 、 自 ら の さら な る 発展 を 図る と 共に 、 そ の 地位 に ふさ わし い 全 地球 的 、 
グロ ー バ ル な 視点 を も っ て 、 そ の 役割 を 果たし て いく こと が 強く 求め られ て お り ま す 。 

また 、 現 代 に お いて 科学 技術 は 人 間 存 在 そ の も の へ の 係わり を 深め 、 社 会 の 科学 技術 に 対す る 依存 度 は 
ます ます 高い も の と な っ て お り 、 こ の 傾向 は さら に 進む も の と 思わ れ ま す 。 

わが 国 は 従来 、 や や も する と 「 遊 び 三 罪悪 」 | 勤労 三善 」 と いう 様 な 固定 し た 社会 規範 の 下 、 そ の 持ち 
前 の 勤勉 性 で 、 世 界 を リー ド す る 工業 国 と し て の 地位 を 確固 た る も の に し て まい り ま し た 。 し か し 人 日 、 
わが 国 と 他国 と の 間 に 様々 な 形 の 摩擦 が 生じ て いる こと は 周知 の こと で あり 、 こ こ で 我々 は 「 ゆ と り ] あ 
る い は 「 豊 か さ 」 の 意味 を 問い 直し 、 遊び" の 本 当 の 意義 に 思い を 致す こと が 極め て 重要 と な っ て お り 
ます 。 

また 、 わ が 国 は 世界 に 前 例 の 無い スピ ー ド で 高齢 化 が 進ん で お り 、 そ れ に 伴う 脳 の 機能 障害 が 社会 的 に 
も 大 き な 問 題し な りつ つ あ り ま す が 、 "遊び" が 高齢 者 の 脳 の 機能 維持 ある い は 障害 の 予防 ・ 回 復 に 大 き 
な 可能 性 を 秘め て いる と 言う こと が で きま し ょ う 。 

「 人 間 文 化 は 遊び の 中 に お いて 遊び と し て 発生 し 、 展 開 し て きた 」 (ホイ ジン ガ 「 ホ モ ・ ル ー デ ン 
ス 」 ) と も 言わ れ て いる よう に 、 遊び" は 本 来 人 間 文 化 に 大 き な 係 わり を も っ て きた も の で あり ます 。 
わが 国 が 高度 に 発展 させ て きた 科学 技術 を 、 “遊び " を キー・ ワ ー ド と する 新しい 文化 の パラ ダイ ム へ と 
昇華 させ 、 こ れ に よっ て 国際 社会 に お ける 摩擦 を 縮小 し 、 心身 共に 健康 な 個人 と 、 豊 か で 活力 ある 社会 を 
築き 上 げ る こと こそ 、 今 後 わ が 国 に 課せ られ た 大 き な 使 命 と いえ まし ょ う 。 

この よう な 情勢 に 鑑み 、 中 山 隼雄 科学 技術 文化 財団 を 設立 し 、「 人 間 と 遊び 」 と いう 視点 に 立っ た 科学 
技術 の 調査 研究 、 研 究 開発 へ の 助成 、 学 会 ・ 研 究 会 な ど に 対す る 助成 及び 国際 交流 へ の 助成 な どの 事業 を 
行い 、 よ り 広 く 社 会 文化 の 発展 と 人 類 の 福祉 の 増進 に 貢献 する こと と いた し た 次 第 で あり ます 。 


中 山 隼雄 科学 技術 文化 財団 の プロ フィ ー ル 

ヤ 

設 立 :1992 年 (平成 4 年 ) 7 月 

出 損 者 (財産 提供 者 ) : 中山 隼雄 社長 (個人 ) 

基本 財産 : 190 億 円 (平成 4 年 3 月 ) 

事業 規模 : 5.600 万 円 

目 的: 「 人 間 と 遊び 」 と いう 視点 に 立っ た 科学 技術 の 調査 研究 、 研 究 

開発 へ の 助成 、 学 会 ・ 研 究 会 な ど に 対す る 助成 及び 国際 交流 な どの 事業 を 

行い 、 よ り 広 く 社 会 文化 の 発展 と 人 類 の 福祉 の 増進 に 貢献 する こと 。 
全 、 
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第 36 期 下期 の 組織 体制 の 強化 ・ 充 実 の た め 、 平 成年 10 月 1 日 付 で 下記 の 組織 ・ 人 事 が 発令 され まし た の で 、 お 知ら せ 
MO ます 。 


動 コン シュ ー マ 研 究 開発 統括 本 部 

従来 の 研究 開発 統括 本 部 を 発展 解消 し て 、 コ ン シ ュ ー マ 人 研究 開発 の 強化 充実 を 図る た め 、 同 業務 関連 部 門 を 統合 し 、 
コン シュ ー マ 研 究 開 発 統括 本 部 を 新設 し ます 。 統括 本 部 長 は 入 交 副 社長 が 務め られ 、 重 田 取締 役 が これ を 代行 され ま 
す 。 同 統括 本 部 に は 、 関 連 会 社 管理 の 一 元 化 を 図る セガ が ・ ク リエ イ テ ィ ブ ・ セ ンタ ー、 コ ン シ ュ ー マ 商 品 を トー タル に 
企画 する CS 商品 企画 室 、 本 部 長 を 補佐 する CSR&D 本 部 室 が 新設 され 、 生 産 統括 本 部 より コン シュ ー マ 製 品 設計 本 部 が 
移管 され ます 。 従来 の 企画 渉外 部 は サー ド パ ー テ ィ ー 企 画 渉外 部 に 改称 、 テ クニ カル 推進 部 は ソフトウェア 技術 開発 部 
に 吸収 され 、 企 画 制 作 部 は 解消 し て 開発 各部 が 内 外 作 を 一 元 的 に 担当 し ます 。 ま た 、CS ソ フト 研究 開発 本 部 の 第 一 、 
第 二 、 第 三 コ ン シ ュ ー マ 研 究 開発 部 、 な ら び に RPG 制 作 部 に お ける 課 制 度 を 廃止 し 、 プ ロ デ ュ ー サ ー、 デ ィ レ クタ ー 制 
度 を 導入 し ます 。 こ れ に より 開発 ライ ン 別 構成 を 強化 し て ジャ ン ル 別 ノ ウ ハ ウ を 深め る と と も に 、 開 発 責任 の 明確 化 を 
図り ます 。 「 
生 ア ミュ ー ズ メン ト 研 究 開発 統括 本 部 

業務 用 研究 開発 部 門 を 一 元 化 、 開 発効 率 の 向上 、 管 理 体制 の 強化 を 図る た め 、 ア ミュ ー ズ メン ト ソ フト 研究 開発 本 
部 、 ア ミュ ー ズ メン ト 開 発 設計 本 部 、 シ ステ ム 人 研究 開発 室 の 組織 を 従来 の 研究 開発 統括 本 部 か ら ア ミュ ー ズ メン ト 研 究 
開発 統括 本 部 と し て 分 離 独立 させ ます 。 ま た 、 ア ミュ ー ズ メン ト 開 発 設計 本 部 の 業務 拡充 に 伴い 、 第 七 AM 研究 開発 部 
を 新設 し ます 。 統括 本 部 長 は 鈴木 常務 が 務め られ ます 。 
人 生 ハ ー ド ウェ ア 研 究 開発 統括 本 部 

従来 の ハー ドウ ェ ア 開 発 設計 本 部 を 、AM ハ ー ド ウェ ア 研 究 開発 部 、CS ハ ー ド ウェ ア 人 研究 開発 部 で 構成 され る 統括 本 
部 に 昇格 し ます 。 統括 本 部 長 は 佐藤 常務 が 務め られ ます 。 ま た 、 マ ル チ メ ディ ア 推 進 室 は 、 新 設 の 事業 開発 宝 に 編入 さ 
槍 ま す 。 
全 生産 統括 本 部 

コン シュ ー マ 製 品 の 生産 体制 の 確立 を 図る 6 ため 、AM・CS の 生産 技術 部 門 を 統合 し た 生産 技術 部 (本 部 扱い ) を 新設 し 
ます 。 生産 技術 部 長 は 立原 理事 補 が 務め られ ます 。 ま た 、 海 外 生 産 の 促進 を 目的 と し て 海外 生産 企画 室 を 新設 し ます 。 
さら に 、 生 産 管理 本 部 内 に 生産 シス テム 部 を 新設 し て 、 生 産 シ ステ ム の 再 構築 を 図り ます 。 そ し て 、 従 来 の アミ ュー ズ 
メン ト 機 器 製 造 本 部 を 製造 本 部 に 改称 、 小 野 取締 役 が 本 部 長 を 兼任 され ます 。 コ ン シ ュ ー マ 生 産 本 部 の ハー ド 生 産 部 と 
ソフ ト 生 産 部 を HE 生産 部 に 統合 、 資 材 本 部 の 第 三 購買 部 を 廃止 し 、 組 織 の 再編 成 を 図り ます 。 
短 AM 施 設 統括 本 部 

東日本 営業 事業 部 、 西 日 本 営業 事業 部 を それ ぞ れ 事業 本 部 へ 昇格 させ 、 従 来 の AM 施設 事業 本 部 を 解消 し ます 。 ま 
た 、 総 合 レジ ャ ー 開 発 本 部 長 は 永井 常務 が 兼務 され 、 従 来 の 業務 部 の 業務 を AM 施設 統括 本 部 業務 部 へ 移管 し ます 。 
人 アミ ュー ズ メ ント 機器 統括 本 部 

アミ ュー ズ メ ント 施設 の 海外 展開 の 更 な る 拡充 を 図る た め 、 海 外 オ ペレ ーション 推進 室 、 な ら び に 中 国 室 を 発展 解消 
し 、 海 外販 売 事業 部 に 海外 オペ レー ショ ン 部 を 新設 し ます 。 

條 関連 事業 本 部 

経営 企画 本 部 を 発展 解消 し 、 国 内 外 の 関連 会 社 の 管理 業務 を 、 新 設 の 関連 事業 本 部 に 移管 し ます 。 ま た 、 事 業 計画 策 
定 の 業務 は 社長 室 に 、 月 次 報告 資料 作成 は 経理 本 部 の 管理 部 (審査 部 改称 ) に 移管 し ます 。 法務 部 は 本 部 か ら 独 立 し 、 
内 藤 専 務 の 管掌 と な り ま す 。 

筐 社 長 室 

社長 室 の 業務 を 強化 ・ 充 実 し 、 秘 書 室 、 広 報 企 画 室 、 証 券 業 務 室 (総務 部 株 式 課 改称 ) を その 傘下 に 設置 し ます 。 
生 管 理 本 部 

建設 関連 業務 の 全社 的 な 一 元 化 を 図る た め 、 総 務 部 か ら 建 設 部 を 独立 させ 、 ア ミュ ー ズ メン ト テ ー マ パ ー ク 事業 部 開 
発 部 施設 課 の 業務 を 移管 し ます 。 ま た 、 人 事 部 と 人 材 開発 部 を 人 事 教育 部 に 統合 し 、 業 務 の 一 元 化 を 図り ます 。 
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但 コ ン シ ュ ー マ 研 究 開発 統括 本 部 
<CS ソ フト 研究 開発 本 部 〉 


青山 幸雄 


金成 控 


直 吾 


麻生 


=] 
gb 
MI 


CS 商品 企画 
石原 伸彦 


室 〉 


旧 
理事 開発 業務 部 長 
理事 科 テク ニカ ル 推 進 部 長 
( 義 ) テク ニカ ル 推 進 課長 
コン シュ ー マ ソ フト 研究 開発 本 部 長 付 参事 
( 兼 ) 企画 制作 部 長 
企画 制作 課長 
第 一 コン シュ ー マ 人 研究 開発 部 副 部 長 
( 兼 ) デザ イン 開発 一 課長 
第 一 コン シュ ー マ 研 究 開発 部 長 
第 一 コン シュ ー マ 研 究 開発 部 副 部 長 
コン シュ ー マ ソ フト 研究 開発 本 部 長 付 副 参 事 
( 兼 ) 第 二 ニコ ン シ ュ ー マ 研 究 開発 部 長 代行 
ソフ ト 開 発 課長 
第 三 コ ン シ ュ ー マ 研 究 開発 部 長 代理 


RPG 制 作 部 長 代 行 ( 副 参 事 ) 
開発 業務 部 副 部 長 
( 兼 ) 海外 業務 課長 


生産 統括 本 部 長 付 参事 


商品 企画 部 副 参 事 


副 部 長 
) 安全 設計 課長 
商品 企画 部 副 参事 


コン シュ ー マ 統 括 本 部 企画 渉外 部 長 


但 ア ミュ ー ズ メン ト 研 究 開 発 統括 本 部 
< アミ ュー ズ メ ント ソフ ト 研 究 開 発 本 部 〉 


鑑 木 裕 
小口 久雄 


膝 乗 勝 


理事 補 第 二 AM 研 究 開発 部 長 
第 三 AM 人 研究 開発 部 長 


第 三 AM 研究 開発 部 副 参事 
( 兼 ) ソフ ト 開 発 課長 


新 
理事 CSR&D 本 部 室長 
CSR&D 本 部 室 理事 補 


CSR&D 本 部 室 参事 
( 兼 ) CS 商品 企画 室 
CS ソラ ト 企 
デザ イン シン ・ サ ウサ ンド 
アピ ドッ 選 デ ョ デー ザー (用 
第 一 コン シュ ー マ 研 究 開発 部 長 
(プロ デ ェ ュー サー 
第 一 コン シュ ー マ 研 究 開発 音 


ソフ トチ ー フ ( 副 参 事 ) 


第 二 コ ン シ ュ ー マ 人 研究 開発 部 長 代行 ( 


( 義 ) プロ デュ ー サ ー 


第 三 コ ン シ ュ ー マ 研 究 開発 部 長 
( 二 ) プロ デュ よー ザー 
RPG 制 作 部 長 代行 ( 副 参事 ) 
() プロ デュ ニー サー 
5 レチン 
開発 業務 部 長 代行 ( 副 参事 ) 
( 兼 ) 海外 業務 課長 


代理 


加 


田 


| 参事 ) 


コン シュ ー マ 製 品 設 計 本 部 長 代行 (参事 ) 


( 半 ) CS 商品 企画 室 
CS プロ ダク ツ 企 画 
機構 設計 部 長 代行 ( 副 参 事 ) 
() 技術 管 理 課 長 
第 一 設計 部 長 代 行 ( 副 参事 ) 


第 二 設 計 部 長 代行 ( 副 参事 ) 
( 兼 ) 商品 企画 課長 


サー ド パ バ パー ティー 企画 渉外 部 長 
( 兼 ) 国内 マー ケティング 課 


理事 第 二 AM 研 究 開発 部 長 

理事 補 第 三 AM 人 研究 開発 部 長 
( 兼 ) 業務 管理 課長 

第 三 AM 人 研究 開発 部 長 
( 兼 ) シス テム 開発 


副 参事 
課長 
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部 長 


長 


< アミ ュー ズ メ ント 開発 設計 本 部 > 旧 新 


宮本 箇 司 第 皿 AM 研 究 開発 部 長 第 四 AM 人 研究 開発 部 長 
( 兼 ) メカ トロ 開発 課長 
君島 義雄 第 皿 AM 研 究 開発 部 副 部 長 第 六 AM 人 研究 開発 部 副 部 長 
( 義 ) メカ トロ 開発 一 課長 ( 兼 ) メカ トロ 開発 課長 
吉田 賢 吉 第 六 AM 人 研究 開発 部 副 部 長 第 七 AM 研究 開発 部 長 代行 ( 副 参事 ) 
( 義 ) ゲー ミン グ 開 発 一 課長 ( 兼 ) 企画 開発 課長 
(管理 部 〉 
刀 佑 朋 夫 アミ ュー ズ メ ント 開発 設計 本 部 付 参事 補 営 理 部 長 代理 
加藤 昭 営 理 部 長 代行 ( 副 参事 ) 管理 部 副 部 長 


生 ハ バー ドウ ェ ア 研 究 開発 統括 本 部 


矢 木 博 ハー ドウ ェ ア 研 究 開発 部 技術 部 長 (参事 ) AM ハー ドウ ェ ア 研 究 開発 部 長 
梶 敏之 ハー ドウ ェ ア 研 究 開発 部 参事 補 AM ハー ドウ ェ ア 研 究 開発 部 参事 補 

( 兼 ) シス テム 開発 二 課 長 ( 兼 ) シス テム 開発 二 課長 
松原 拓 ハー ドウ ェ ア 研 究 開発 部 副 部 長 CS ハー ドウ ェ ア 研 究 開発 部 副 部 長 

( 兼 ) シス テム 開発 一 課長 ( 兼 ) シス テム 開発 一 課長 
潰 田 和彦 ハー ドウ ェ ア 研 究 開発 部 副 部 長 CS ハー ドウ ェ ア 研 究 開発 部 副 部 長 

( 兼 ) シス テム 開発 三 課長 ( 兼 ) シス テム 開発 三 課長 
生生 産 統括 本 部 
遊人 勉 理事 アミ ュー ズ メ ント 機器 製造 本 部 長 生産 統括 本 部 長 付 理事 

( 兼 ) 製造 部 長 ( 兼 ) AM サー ビス 本 部 長 
田宮 誠 生産 統括 本 部 付 参事 参事 海外 生産 企画 室長 
〈 生 産 技術 部 
立原 実 理事 補 生産 技術 部 長 理事 補 生産 技術 部 長 

( 兼 ) CS 生産 技術 部 長 
〈 生 産 管理 本 部 〉 
市 原 正 征 生産 管理 本 部 副本 部 長 代行 (参事 ) 生産 管理 本 部 長 代行 (参事 ) 
( 兼 ) 生産 シス テム 部 長 

長谷 川 元彦 管 理 部 副 参 事 生産 シス テム 部 AM シス テム PT 副 参 事 
村上 貞雄 資材 本 部 第 三 購買 部 長 代行 ( 副 参事 ) 生産 シス テム 部 AM シス テム PT 副 参事 
下 垣 動 管理 部 副 参 事 生産 シス テム 部 CS シス テム PT 副 参 事 
く コ ン シ ュ ー マ 生 産 本 部 > 
横山 邦雄 ハー ド 生 産 部 長 TOY 生 産 部 長 
渡辺 登 ソフ ト 生 産 部 長 代行 ( 副 参事 ) HE 生産 部 長 代行 ( 副 参事 ) 


< く AM サ ービス 本 部 > 


( 兼 ) ソフ ト 生 産 課長 


( 兼 ) ソフ ト 生 産 課長 


重 地 真一 AM サー ビス セン ター 部長 代 理 AM サー ビス セン ター 部長 代理 
( 兼 ) 技術 課長 

〈 製 造 本 部 〉 

早川 敏幸 アミ ュー ズ メ ント 機器 製造 本 部 AM 品質 管理 部 長 代理 


AM 品質 管理 部 長 代 理 
( 兼 ) 技術 管理 課長 
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( 兼 ) 品質 管理 課長 


生 AM 施設 統括 本 部 


〈 西 日 本 営業 事業 本 部 > 旧 新 
伊 月 勉 総合 レジ ャ ー 開 発 本 部 業務 部 長 代理 西日本 営業 事業 本 部 長 付 副 参事 
( 兼 ) 業務 課長 
く 総 合 レ ジャ ー 開 発 本 部 > 
片桐 達 洗 店 舗 開発 部 副 部 長 店 舗 開発 部 長 代 行 ( 副 参事 ) 
( 兼 ) 開発 一 課長 ( 兼 ) 開発 一 課長 
櫻 内 延 近 総合 企画 部 副 参 事 店 舗 開発 部 副 参事 
$ ア ミュ ー ズ メン ト 機 器 統括 本 部 
村瀬 貞 昭 国内 販売 部 長 アミ ュー ズ メ ント 機器 統括 本 部 付 参事 
〈 国 内 販売 事業 部 > 
字 賀 田 俊 久 研究 開発 統括 本 部 理事 企画 室長 理事 AM 関連 機器 販売 部 長 
出 浜 誠 国内 販売 部 副 部 長 国内 販売 部 長 代行 ( 副 参事 ) 
(海外 販売 事業 部 〉 
琴 山 素行 中 国 室長 海外 オペ レー ショ ン 部 長 


( 兼 ) 海外 オペ レー ショ ン 推 進 室長 
@ コ ン シ ュ ー マ 統 括 本 部 


峰岸 不 二 男 国内 コン シュ ー マ で 事業 本 部 理事 理事 管理 部 長 
「 (管理 部 管掌) 
小林 謙太 郎 H・E 事 業 部 販売 部 長 代 理 H・E 事 業 部 販売 部 長 代 理 
( 兼 ) 販売 二 課 長 ( 兼 ) 販売 一 課長 
生 経理 本 部 
直 胃 審査 部 長 管 理 部 長 
山 重 佳 治 経理 部 長 代理 経理 部 長 代 理 
( 兼 ) 主計 課長 
邊 関連 事業 本 部 
右 間 清 コン シュ ー マ 統 括 本 部 関連 会 社 管 理 部 長 代理 
国内 コン シュ ー マ で 事業 本 部 
管理 部 長 代理 
呈 知 的 財産 権 部 
堀本 良一 副 部 長 副 部 長 
( 兼 ) 第 一 課長 ( 兼 ) 第 二 課 長 
第 一 課長 
箇 経営 戦略 室 
三浦 慣 一 国内 コン シュ ー マ 事 業 本 部 参事 
TOY・ 映 像 事業 部 
TOY 海 外販 売 部 長 
久 社 長 室 
国広 清隆 経営 企画 本 部 経営 企画 部 長 代 理 参事 補 
山内 。 泉 管理 本 部 総務 部 副 部 長 証券 業務 室 副 参事 
( 兼 ) 株 式 課長 
重 管 理 本 部 
志水 参政 雄 人 材 開発 部 長 管理 本 部 付 参事 
中 山 純二 総務 部 参事 補 建設 部 長 代理 


( 兼 ) 建設 企画 課長 
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も は や K イ メー ジ な ど 、 
みじん も 感じ られ な い 施 設 
(池袋 G1GO よ り ) 


体感 ゲー ム 登 場 時 に は 、 客 層間 わ ず 
た くさ ん の 人 集 り が 施設 を 埋め た 。 
(ハイ テク ラン ド セ が 渋谷 より ) 


【 蒙 務 用 グ ゲーム 機 の 秦 遷 S27 年 一 59 年 まで 】 一 一 一 一 の で フ つう と 模 に 
昭和 27 年 ジュ ー ク ボッ クス (米国 ROCKOLA 社 製 ) を 日 本 で 初め て 販売 空 な イ 余 が や 量 
昭和 35 年 6 月 日 本 初 の 本 格 的 ゲー ムコ ー ナ ー「 江 東 楽 天地 ゲー ム 場 」 [日比谷 ガ ン 間 < く ッ 暇 週 立 づ 
コー ナー | を オー プン と アト 重 休 地 く 
7 月 国産 ジュ ー ク ボッ クス 第 1 号 「 セ ガー 1000」 発売 EL 宰 2 を 貼 
昭和 40 年 初 の 国産 ゲー ム 機 「 ペ リス コー プ 」 (潜水 艦 ゲ ー ム ) 発売 て ユ ` 傾 日 変 創 
昭和 43 年 11 月 新型 クレ ー ン ゲー ム 機 「 セ ガ ・ ス ー パ ー ス キル ・ デ ィ ガ ]」 発売 `・ | ゲ 向 制 化 り 
12 月 「 ペ リス コー プ 」、1AAP (国際 遊技 娯楽 協会 ) の アミ ュー ズ メ ント 女 ズ | の 導 さ を 
賞 受賞 性 メ ム 流入 せ し 
昭和 44 年 5 月 室内 ゲー ム 機 販売 に 銀行 提携 ロー ン 「 セ ガ ・ 住 友 ロ ー ン 」 導入 衝 シン だ れ に た 
8 月 本 格 的 レー シン グ ゲ ー ム 機 「 セ ガ ・ グ ラン プリ ]」 発売 、 大 ヒッ ト や ゃ や ト け に 伴 こ 規 
昭和 46 年 8 月 国産 フリ ッ パ ー の 1 号機 「 セ ガ ・ ウ ィ ナ ー」 発売 
昭和 47 年 5 月 映写 装置 で アニ メ を 写し 出す 「 セ ガ ・ キ ラー シャ ー ク 発売 。 この フィ ル の 置 も カ 
ム は 、 映画 「 ジ ョ ー ズ 」 に 使用 され た で の 受 * 
可 和 48 年 3 月 空気 で パッ ク を 浮か し て ラリ ー す る 新しい スポ ー ツ ゲー ム 機 「 セ ガ ・ ス ああ に 、 当 六 コブ 
ピー ド ホ ッ ケ ーJ」 発 売 る アー ` ル 
9 月 日 本 で 初め て コン ピュ ー タ ー 用 デジ タル | C を 使用 し た ビデ オ ゲ ー ム 機 と 商 ` 
「 セ ガ ・ ボ ント ロン 」 発売 、 大 人 気 を 博す し 業 フ 
昭和 49 年 9 月 。 多 人 数 で 遊べ る 画 期 的 な 大 型 メ ダル ゲー ム 機 「 セ ガ ・ ハーネス ・ レ ー て 施 ァ 
ス 」 発売 。 この 後 の 大 型 ゲー ム 機 分 野 に お ける 業界 No. 1 の 地位 を 獲得 確 設 ミ 
昭和 51 年 3 月 業界 初 の マイ クロ プロ セッ サ (CPU) 内 蔵 の フリ ッ パ ー 「 セ ガ ・ ロ デ 昌 E に 
オ 」 発売 宮 「 
昭和 52 年 「 プ レー ク ・ オ ー プ ン 」 「 ジ グ ザ グ ・ ブ ロッ ク 」「 レ イン ポー・ プ ロッ た 装 に 
ク 」 な ど 、 プロ ッ ク 物 を 相次い で 発売 、 大 ヒッ ト 
昭和 53 年 3 月 モデル ガン 使用 に より プラ スチ ッ ク 弾 を 発射 する ガン ゲー ム 機 「 セ ガ : す 情 二 ま 4 
アマ ゾ ニ アン 」 発売 - 報 次 テ 新 
昭和 54 年 「 ス ペー ス ア タッ ク 」「 ス ペー ス フ ァ イタ ー」 「 戦 艦 ヤ マト 」 な ど 、 イ お を 号 !| た 
ン ペ ベー ダー 型 ゲ ー ム を 相次い で 発売 、 大 ヒッ ト た か マ な 
3 月 メイズ (迷路 ) 物 の 先駆 と な っ た 画 期 的 カー チェ イス ゲー ム 機 「 ヘ ッ A (し 知 ら oi 
ド ・ オ ン 」 発売 に 、 
10 月 業界 初 の コッ ク ピ ッ ト ( 提 縦 席 ) タイ プ の レー シン グ 機 「 モ ナコ ・ グラ 次 ei 3 
ンプ リ 」 発売 、 大 ヒッ ト 事 ? い の 
明和 55 年 3 種類 の ショ ベル を 使用 し た 5 人 用 景品 払出 レゲー ム 機 「 セ ガ ・ ニ ュー 業 「 刷 
スキ ル ・ デ ィ ガ ] 発売 部 2 
昭和 57 年 4 月 2 種類 の 硬貨 また は メダ ル の 反 出 し 可能 な 両替 機 「DPー11」 発売 ま の へ 
昭和 58 年 4 月 業界 初 の レー ザー ビデ オデ ィ ス ク ゲ ー ム 機 「 ア スト ロン ・ ベ ルト 」 発 売 
6 月 マザー ボー ド シ ス テム (ロム 交換 方 式 ) ビデ オ ゲ ー ム 機 「 ス ター ジャ ッ 
カー」 発売 
昭和 59 年 12 月 9 人 用 大 型 メ ダル ビデ オ ゲ ー ム 機 「 ス ー パ ー ダ ー ビ ー」 発売 、 大 人 気 を 
博す 
6 月 オー トバ パイ の シミ ュ レ ーション を 用 いた 画 期 的 レー シン グ ゲ ー ム 機 「 ハ て (6 
ング ・ オン 」 発売 、 大 ヒッ ト と な る を 
11 月 操 総 席 が 前 後 左右 に 振動 する ロー リン グ タ イプ の シュ ー テ ィング ビデ オ 
ゲー ム 機 「 ス ペー ス ・ ハ リア ー」 発売 、 大 ヒッ ト 
平成 6 年 テー マ パ ー ク 用 大 型 ア トラ クシ ョ ン 登 坦 
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融 可 細 応 っ さ @ 拉 時 国 手 し 堆 N6 〇 マビ ッ ジ 窒 
組 4 ( 散 征 守 時 NMRW) ゼ 軍 一 回 G 協 報 帳 環 4R 
蛋 っ し 賑 如 は ホー スベ スト イィ 役 詳 岬 ” せ 
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トト G 抑 区 ぐ く GR 壮 晃 唄 NeR 員 り 皿 人 人 で し レ 
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) 


レビ ! 


アデ 
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4 條 章 本 8 PRSUG 箇 
年 り に K リ GR 見 E に 。 
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日 経 産業 


1993.9.20 


ゲー ム 配 信 実 現 へ 布石 


だ 


セガ 主査 | お墨付き ] に 叶 起 
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も する 
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予定 だ が 、 


いい 


作り 
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F M 音 源 と な る | C (集積 回 路 ) や 声 
開発 


を 入力 する マイ ク な ど は 独自 
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ーNW YY 夫人 の レン | 半 WONYRY と の YNW KOMSNNNYGDW/ <> 才 あ あ きも お CV 
NKK 

9 」 け し GeJ VMD 
」 < CGN 


|O<F> 凍 | トー へ トス 是 W 雪 
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補 CNe6 し 6 犯 。 弄 灯 
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レ や さこ 必 " 

ESIN さ NaIIIEEEe34 較 己 
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W 刀 尋 款 央 村立 中 で 富 
AU 直 全 JNDITT 
て G6 固 けっ し 据 つ っ 表 


応 公 仙 吉 8 膨 宮 1 人 0 で ^ 
SG で いい 峡 中 男 し 6 直 示 二 
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JJ 選 コ 4 坦 で 6 つ 如 ? 
JJ 作っ つい 志紀 し 還 虹 
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Noe′ 王 如 直 " 北上 肪 ^ 
闇 ” 明 也 帆 李 邊 条 ロ 
入部 G 崩 的 也 つ し 閣 
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文 最新 ラン キン グ 情 報 太 


1 年 2% 一 律 源泉 分 離 課税 


順位 商品 名 

1 抵当 証券 (1 年 ) 
抵当 証券 (5 ヵ月 ) 
中 期 国債 ファ ンド 
ステ リャ ー ビ ピッ トド 
ニョ の 思 期 (1 価 ) 


順位 


金額 100 万 円 預 人 期間 


C つ 0 に くう 5 PS 


商品 名 


填 引 国債 (5 年 ) 
抵当 証券 ( う 年 ) 
ワイ ド (5 年 ) 
ピッ ク (5 年 ) 


C - CO PO 


江 Sz 4 


受取 金額 
1.029,600 円 
1.026,000 円 
1.024.500 円 
1023.340 円 
1.023.220 円 


1 一 時 払 養老 保険 (5 年 ) 


私 達 が 素敵 な ライ フス テー ジ を 送る た 
90 に は っ し つの か り し に ライ ファ ラン ノ e 
持っ て いる か どう か が 大 切 に な っ て きま 
す 。 ブ ラン を 立て て あれ ば 、 不足 の 事態 
が 起こ っ た 場合 で も 、 比 較 的 簡単 に 誤差 
修正 する だ け で 済む か ら で す 。 

[衣食住] 時 代 が か 己 
「 衣 ・ 食 ・ 住 ・ ゆ と り 」 へ と 変容 し て き 
た 現代 で は 、 


「 ゆ と り の 創造 』| を ライ フ 


利回り % 
2.96 
2.60 
2,45 
2 5 
らい 


金額 100 万 円 預入 期間 
5 年 の 一律 源 泉 分 離 課税 


受取 金額 
1.182.720 円 
1173,130 円 
1.172.000 円 
1.170.4S0 円 
1.156,420 円 


プラン の 中 に 組み 入れ る こと も 求め られ 
て きゃ いま すす 
この 「 ゆ と り 」| を 創造 する 手段 と し 
て 、 皆 さん も 耳 に し た こと が ある ポー ト 
フォ リオ と いう 考え 方 を 紹介 し た いと 思 
いま す 。 ポ ー ト フォ リオ と は 文具 の 「 紙 
ば さ み 」 の こと で 、 複 数 の 証券 を は さむ 
こと か ら 転 じ て 、 資 産 全体 の バラ ンス を 
図り 効率 良く 運用 する こと を 意味 し ま 
す 。 わ か りや すぐ いえ ば 「 一 つの 籠 に す 
べ て の 卵 を 盛る な 」 と いう 格言 の と お 
り 、 籠 を 落と し た と き に 卵 が 全部 割れ な 
いよ う 、 予 め 資 産 を 分 け リ スク を 分 散 し 
9 CJP ee (すら 
金融 型 商品 や 投資 型 商品 に は 「 ハ イリ 


区 JA | 名 こり りみ 
ロー リタ ー ン 」 の 鉄則 が あり ます 。 ま 
た 、 現金 を 保管 し て いる だ け で は イン フ 
レ と いう リス ク に より 資産 価値 は 減少 し 
で し まい ます 。 0 よ うに 暫 産 に は リス え 
ク が 必ず つい て 回 り 、 顕著 に 現われ た の 
が あの 0 アル | で し た 。 

人 々 は こぞって 預貯金 を 解約 し 、 そ の 
資金 を キャ ピタ ル ゲ イン (値上げ 利益 ) 
目的 に 、 株 ・ 不 動産 ・ 会 員 権 等 へ 投 
下 。 一 や が て 崩壊 一 

これ ば UTU ス クル 1 リタ 
ン 」 の 商品 に 資金 を シフ トレ し すぎ た こと 
だ け で な く 、 預 貯金 の 解約 と いう も う 一 
つの リス ク を 犯し て いる こと も 忘れ て は 
いけ ませ ん 。 


この 失敗 を 繰り 返さ な いた め に 、 ポ ボー 
ト フ ォ リ オ を 次 の 3 つの カテ ゴリ ー 別 に 
次 号 か ら 具 体 的 に 勉強 し て いき まし ょ 
ブ o 

1 流動 性 (換金 性 ) 

Z 人 確実 性 (安全 人 性) 

S 利殖 性 (収益 性 ) 


金額 100 万 円 預 人 期間 


S 年 の % 一 律 源泉 分 離 課税 


順位 商品 名 受取 金額 、 利 回 り % 
1 抵当 証券 (3 年 ) 1098.400 円 328 
。 抵当 証券 (5 年 ) 1091.200 円 。 304 
3 抵当 証券 (1 年 ) 1088800 円 296 
4 リッ トー ハイ ジャ ンプ (3 年 ) 1085.150 円 284 
5 定額 連 金 1.085, 150 円 264 
利回り % 

3.65 

3,.46 

3.44 

341 利回り は 平成 5 年 9 月 6 日 現在 
3 13 FP ビ ジネス レタ ー10 月 号 
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〇 \ 
"JEFGNITED 
Ka V' 


JR EAST FURUKAWA FUUIBALLULUB ) 


回 回 較 較 問 凍 回 回 較 較 半 回 暗 囲 囲 較 囲 回 っ 導 2 


任天堂 も コリ ー グ に 参入 ! と で 
國 圏 圏 敵 圏 圏 圏 國 圏 圏 圏 圏 回 圏 圏 圏 圏 較 2 / 
現在 」 1 の 「 京 都 バ パー ブル サン ガ ] が 2 年 後 の 」 リー グ 入り を 目指 し 、 準 軸 | / 
会 員 申請 を し まし た 。 任天堂 で は 京セラ な ど と 母体 企業 の 京都 教育 研究 社 と / " 世 3 諸 と 
共に 、 資 本 金 20-25 億 円 で 11 月 に 新 会 社 を 設立 し 、 出 資 し て いき ます 。 線 ま 。 
任天堂 の 参入 で 、 同 じ く 準 会 員 申請 し た ヤン マー を 援助 する カブ コン 、 N 
ご 存 知 ジェ フ 市 原 の セ ガ と 共に 、 激 し い コ ンピュータ ー ウ ォ ー ズ が 展開 され ンジ 
そう だ と マス コミ 等 は 報じ て いま す 。 WA 
し か し 、 京都 の サン ガ は 今 シ ー ズ ン 」 1 リー グ で 2 勝 16 敗 、 最 下位 の 10 位 
で 、 ま だ まだ 我ら が セガ の 『 ジ ェ フ ユナ イテッド 』 に は 足元 に も 及ば な い !? 
で し よう 。 
や NN. マン シン レー ヘン し て ょ ぶよ ュー し し てい ヘ ーー て P こ 
D(M MKAN@ 
JLE 人 GUE や か な られ 9 9 
Mo ed ーー 大 ファ ン 。 あ の さわ ぁ で 記 人 ニー っ 信 
ン ニ シス を 親子 4 人 揃っ て リティ ー ツ バー / 布 原 まで 出かけ お つて こる い に で て 
2 リケン バン の 和 痕 が に ま ら な い 。 国立 は の 計っ っ 人 に 。 2 
5 マ ネー シー フワ ー が 科 w の ニン エ フ の 生 て 大 戸 援 ' WinUl ロー ント ン ィ い の c 学 
を し て た ぁ で 人 で さ Goall Fight for 9 キリ に ek 
マー テー 攻 も 応 朋 し て ソン カー し き 返し に 期待 し て いま す ・ 夫 ーー 
ング 部 後 \ の 巻き 返 ピ ーーo 海外 販売 部 中 村 計 + バ ルス 
了 


) 
に ン すず 
s 痛 ん し ソ 4 婦 
os 人 / " ラジ 和 ) ド が 調 大 改 ※ 
ン フ アム SWw 電 て WW と 、。 。。。 JJU リス ター で 56 5 
人 e め ん て 5) 、、 こ っ うー、 メ レニ ン ゲ 、 マテ ウス な どの スー てき ヘ ベル と 詳 の パー が 抹 こ 人 
ン o ? SS 愉 いい ? ょ 8 ら .、 較 2 ディ イ ( 6 ン ナ ー 食 べ て > 姜 2 南米 サッ カー な た うつ: 潜 。 の 
の 9 RON りか ら 玉 た リティ 1 ・_」 サン バ に 乗っ た 人 ズ 。 な た 角 。 1 
お ? あい の ピー か 抽 8 (1 イア ング ル で 3 点 は 頂き だ ー! サ 7 パサ ッ カ ー が 最高 だ ! ~ に 7 し cw さ の 5 つた の 。、 
の 4 さ こさ o ーー | ささ 0 っ 0 っ 1 の 
CNKAY EE 2 AM6 研 原 ピエ ー ル 見 こん 人 の 
婦 こ の コー ナー で は 「 ジ ェ フ 自慢 ] と 題し まし て 、 皆 様 か ら の 身近 な レポ ー ト & 写 真 を お 待ち し て お り ま す 。 9 。 
次 号 は 、「 バ ベル 選手 直撃 イン タビ ュー| で さら に バ パワー アップ ! 名 う ご 期 待 上 人 
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社員 の 皆さん 、 今 日 は 。 

人 事 部 の 南 ち ゃ ん で す 。 
山中 人 世紀 ・ 角 や 灯 作 を ん リボ ポー ト し て きま すし / 
了 昌 上 ーー た 


1 
1 
1 
“ 
* 


7 
下野 八 海 は この 辺り に あり ます 。 一 


保 姜 所 か ら 忍 野 八 海 は 入 伯 四 


ーー 


回 一 凍 一 剛一 圏 一 較 一 田 一 句 一 較 一 還 一 右 一 胃 一 弄 一 姜 一 本 一 較 一 還 一 男 一 画 一 本 一 前 一 馬 一 還 一 回 一 本 一 還 一 騰 一 一 一 屋 一 還 一 号 - 琶 - 較 本 本 - 還 回 本 回 - 右 - 較 


困 回 回 右田 憧 一 較 一 囲 一 甘 一 圏 一 較 一 肢 一 較 一 較 一 圧 一 個 一 骨 一 較 一 還 一 回 一同 関 一 硬 圧 本 - 瑞 


モ の 親子 も 気 
久野 八 海 の 駐車 場 付近 に ピー 人 KN 
は お みや げ 屋 さん も いっ 三 se 王 得 間 
ば い 。 ぶろ ん ピピ ワ イン を # 
試飲 で きる わ よ 。 


の 


ーー ーー に つ 
レ す n 導 トン 己 


向 果 如 や ささ で ざさ ぎ 叶 


ーー 一 。 の に 才 て の ま Oo 衣 夕 南 

ここ が 記念 宣 真 の 絶好 の ポイ ント 。 宮 士 山 が ね だ 時 由 に 
ノ さ ッ 0 つ い ヽ NT アノ 

ッ ク に 呈 っ て いる の 、 わ か る か な ? 申 社 山 り 光 一 ん 

し 員 中 が 保 の 

の 人 と 装 リ 

み 方 うぅ う 所 フ 

待 は 所 8 レ 

2 「 だ らら し 4 

て ぜ 行 ざ シ 

る ひつ い ユ 

わ 利 た ま ・ 

” 用 こ ご し オ 


この 池 だ け は 有料 (300 円 ) だ け 
ど 、 包 持 ち 悪 いくら いた くさ ん の 
計 圭 寺 剛 に エサ を や れる し 、 わ らぶ き 屋 

_ 根 の 古い お 家 も 探索 で きる わ よ 。 
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凡 西 - 6G 敵 選 革 所 
つ ^ 宮 けり 介 む co 拓 則 G 革 
肌 !) や スケ)H6 セ ? や つ レ ー 
aiOUWpu240 ま EE りさ 
HG つ W つ ^ 「H ロ T ベ ー 
Ha や TK HDT3H ス 
お YK 飽 悦 訪 路 AcNe ヨ ヨ 
し 6 下 革 VO 眼 陽 
G 載 NR-6 一 ] 4) 言 や ep? 
phN@) 和 や G 甘 つ ! う 駐 色 光 赴 
つう ・ つ 49QVpNeUE 色 
そく G-6O 誰 びり 
つ ^ 池 G 敵 し 者 10 だ 選 旬 画 居 ら 選 
OO つ 6 セ ? や G 想 還付 中 じゃ CO 
副 則 し - や G 購 人 球 時 OS< 必 6 
p? phe3)G 寺 人 0 昧 6 「 村 ソル G 副 
秋 2 レツ で だ 抽 つ っ 」 っ )^ 言わ 
p? 旭 6 弟 「 避 環 1 け 座 6 に 電 1 う る N6 ュ ) 
細 /」 ス JH っ GO け 細 人 で やじ レ 


も 
x 7 が | や ドロー ミン 
\/ | oBAElJO-6 
ンー 王 5 | は 暫 eS 
貼 ロ 
RO 中 1 
難 山 
酷い 
日 要 ロ 
計 飛 
吊 者 
駅 世 
に 
電 


抽 


。 0 っ ? や G 電 0 玩 
46^ 員 還 FTIN ス 』 
aJMU つ ^ 交 MES5OEO 
_ G 三 麗し 愉 N6? 1JG や G 
Galeo19 所 月 
内 選 Ne 銀 爺 で に 吉 し 的 
Ne ツレ TIJGTTTN つ へ 
。 宮 隊 けつ Q mmG 
DS もう レツ 
」。 れつ " 皿 49・ く G 昧 
kWe つ ! つ ー XXX 
蘭 | 、、、、、。、/。 
TI へ へ や ^ 骨 回 け 補 っ 6 や わ ぐ 色 
「 周 藤 G 電 密 や 6 墨 扱 せ ] MD 選 7 
立直 っ 6 セ ? 選 1JGTTN つ へ や < 
品 YKUJ 個 補選 H6? 6 記 公 で ユ 
挫 居 公 介さ ー や ソ ツ ツ や 0Q⑯ つ 壮 そ 必 
MG6? 6 ズ 男 G 路 お ポ 下 羽 し 
セ 公 - ふつ 地 色 棚 V^ 親 p 軸 ツ ^ 三 思 


届い トー ミン リロ レ 
」 へ つ 期 和 
包 肌 で 
N@ い レ 
念 穴 詳 っ 


乱 
FANK エ て ロト 24 "< 
っ 生 


い 


SS い 


妨 い いせや 6 公 


JpG 色 愉 Ne や 
CS つ 
栓 つ C- 


さ し ち ? 公 VIMMDO 避 や po 員 普 - 1J6 
れつ へ rh け くだ 6 つ ? 1 し 311 J 
で べべ 面 ホ で KO し に や R け べべ 音 
や 悦 G 呈 に つじ し ^ 祖 謙 G で 心 ロ 辻 で 
レ っ 6" ツ 抱 GT ハモ さや の ・ 
し ち ? 辿 人 OH6 や 翌 2 簡 で レー 1JGTI 
へ へ 9 握 H64 ポ レツ ゼ 0 っ" 

で 人 Q^ 字 机 走 FN ネ スネ ホー 「 付 
い N 品 77 日 へ 」 で つつ 6 つ " 

( 宗 回 せ 米 岡 由 半 箕 ・ 三 才 田 人 マレ 
) 


列 電 語 G 
中 日 ふ 
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先月 号 か ら 始 まっ た この コー ナ 
「 近頃 目 分 の 好き な 物 々 (で すか ) 」 を 選抜 し て お 伝え する わけ で す が 、 
築 に 関 昧 の な が かっ た 人 も 今回 ご 紹介 する これ ら を 聴い て お け は 勉強 に 
選抜 を し て み ま し た の で 、 ど うか が 聴い て や っ て みて くだ さい 。 


て も わが まま に 、 
は その 中 で も 「 現 在 ま で に 音 
な が る の で て で ほな いで し ょ うか が 」 的 な 
文 MUSIC 
選 ロッ ク 編 ? ・ ン 
BOHEMIAN RHAPSODY 
/QUEEN [EMI] 


今更 な ん で す が 、 
LU で す 委 | 。 


THESE ARETHE DAYSOF OUR HVES 


文 VIDEO 


1969 年 、 


光 パ 改 知 新 、 温 改 知 新 。 


ラッ プ 編 ? 
RAISINC HELL/ RUN D.M.C 
IONpol RECORDINGS ] 


いな いん じゃ な い 
の な 


ジミ ペン トド リリ クス が 則 次 し た | 持 の 6 ピ ビ デ オ で す 。 


月 の 推薦 コー ナー 


皆さん よん で いら っ し ゃ る で し ょ うか が 。 推薦 物 と 一 口 に いっ 
今回 


思 テク ノ 編 ? 
XL 一 FOURPLAY Vol.1 
[XL RECORDINGS] 


まあ 、 ラッ プ と この アル バ パム 
し ほ これ で し ょ (12inch オ ム ニ パ 

結 # つ 。 近頃 の 若者 は ス 4 曲 入 り ) 3 曲 
嘩 あん まり 聴い た 人 目 ITHE NOISE 


FACTORY / BE 
人 選 選 包 4 、 い U @ 
基 。 届 義 アク ノ と 
いう か スピ ー ド 感 
間 も あっ て 、 2 つ お で ぞ らく 、 も つう 売っ て 
いな い の で 聴い て みた い 人 は 私 の 所 まで 
お 越し いた だ けれ ば お 闘 か せ し ま す 。 


7 @ 大 御所 な 


JIMI HENDRIX at Woodstock [BMe VIDEO ] 


ニュ ー ヨ ー ク 州 で 開 催さ れ た 「 ウ ッ ド スト ッ ク ・ 


ニュ ユージン 00 の 0 0 まあ の ユナ り だ 
「 ロッ ク の 原点 ここ に あり 」 系 の 物 で す 。 


値段 等 の お 問い 合わ せ は 私 の 所 まで どう ぞ 。 

この 他 に も 御 紹 介し た いも の が 決 山 あり ます が 、 
第 一 コン シュ ー マ 研 究 開発 部 デザ イン 開発 課 杵 村 史朗 
(次 回 は CS 3 研 ・ 量 野 一 幸 さ ん で す ) 


それ は また 次 回 の 講釈 で 。 


今年 の 夏 、 私 は 友達 と 憎 れ の フロ 
お ピン に た 
て いる 土地 で も ある が 、 そ ん な 
お 構い な し 。 流 則 な (?) 英語 
ペー VN 。 

私 が 行っ た の は オー ラン ド と キー 
ウェ スト 。 オ ー ラ ンド と し いえ は テー 
マ パ ー ク 。 セ ガ 社 員 と し て は 一 度 は 
行く べき と ころ で ある 。 右 を 見 て も 
左 を 見 て も テー マ パ ー ク 。 ど ん な 大 人 で も 童心 
界 だ 。 つ いつ い グ ッ ズ を 集め て し まっ た 。 

アメ リカ 本 土 最 南 端 に 位置 する キー ウェ スト は 作家 へ ミン 
グ ウ ェ イ が 愛し た 島 。 行け ば 誰 も が 「 老 人 と 海 」 を 思い 描く 
こと で し ょ う 。 海 の 自殺 な グラ デー ショ ン は デザ イナ ー も か 
な が いま せん 。 も ちろ ん 仕事 を 忘 \ オ ! 、 日 本 の 冷夏 を 忘れ 、 終 い 
に は 我 も 忘れ て サイ トシ ー イ ング & シ ョ ッ ピ ング 。 外国 に 行 
く と お 財布 の 紐 が 緩く な る 私 は 、 洋服 ・ 雑 貨 ・ お 菓子 な ど あ 

り と あら ゆる も の を 買っ て し まっ た 。 や は り 不 況 の た めど こ 
も 50C90%OFF は 当たり 前 。 ナ ント 、850 ド ル の ダウ ン が 


に か えれ る せ 


OICE OF HARMONY 
情報 太 読 書 投稿 ペー ジ 
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品 cao | ひと 


CU 


の 編 届 」 


130 ド ル ま で 下がる と いう 有 様 。 誰が 買わ ず に いら れ よ う 。 
し が 、 上 自 連 0 二 の RS に EC に 
| ビー」 。 そん な パカ な ・ 
給料 1 ヵ月 分 以上 の 出 
奉 だ っ た 。 App PT 
つ 。 1! カード 破 
産 」 と いう 言葉 が 
頭 を 横切っ た 。 
つい この 間 、 
請求 書 が きた 。 
町 金 は 全然 足 
に た OSO ら 
定 つう 選 り 
「 カー ド 破 産 」 
ee 5 
度 た し た く て な 
「 ひ と 夏 の 経験 」 
の Ma 寺嶋 


NOVEFTBER 


OICE OF HARMONY 
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V R 事務 局 の 
ロッ クオ ン ニ ュー ス 


皆さん こん に ち わ 。V 事務 局 で す 。 久 し ぶり の ロッ クオ ン ニ ュー ス で す が 、 お か げ さ まで ロッ クオ ン は 順調 に 販売 数 量 を 伸 
ば し 、 チ ー ム 登録 の 会 員 も 2000 名 を 越え る 勢い で す 。 さて 、 今回 の ロッ クオ ン ニ ュー ス は | 速報 ! ロッ クオ ン バ ス 一 発売 決 
定 ! !』 と 「 白 熱 第 3 回 アメ ー ジ ング バト ル 』 の 2Z 本 で す 。 


【 念 可 報 ! い ッ ク オ ン バ ズ ー カ 
。 発 完 決 定 !! 


ロッ クオ ン 会 員 か ら の た くさ ん の ア ン ケ ー ト は が き 
で 寄せ られ る 数 多く の 貴重 な ご 意見 。 そ れ ら の 意見 を 
参考 に し 、 ま た 開発 者 の アイ デア を ふん だ ん に 込め た 

ニュ ー ロ ッ ク オ 
ツン が 1 〆 月 発売 
され る こと に な 
り ま し た 。 名 称 
は | 邊 タク オン 
バズ ー カ 」 と 決 
定 。 
⑳⑩ ハイ パワ ー ワ 
イド ショ ッ ト @ フ ルオ ー ト 機能 @ シ ノビ モー ド な ど な ど の 数 多く の 高 性 能 を 秘め 予 
定価 格 7200 円 で 生産 進行 中 で す 。 


2 久 


【 人 や 白熱 ! 第 3 回 アメ ー ジ ング バト ル / 

今回 で 第 3 回 を 数 える 大 人 ユー ザー 向け 大 会 「 アメ ー ジ ング バト ル 」 が 去る 10 月 
2 日 に 開催 され まし た 。 毎回 の 思考 錯誤 を 繰り 返し な が ら の 大 会 に も か か わら ず 、、 
大 勢 の ロッ クオ ン 会 員 に 参加 し て も らい 、V R 事 務 局 員 一 同 深く 感謝 し て いま す 。 
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OICE OF HARMONY 
情報 大 読者 投稿 ペー ジ 


も 、 @ 
NS 企画 渉外 部 壇 千 明 『 
1991.7.1 1 生ま れ 1 
だ た し いち 
虹 秋 入 一 くん 
大 て て (て 、 一 書 に | 
@ 弟 (時 久 ) が 生ま れ 、 君 も 兄 
と し て つら いこ と が ある と 思 


っ こけ リ と ガン パッ テ こ イオ | 


AM 施設 ・ 札 幌 沖 業 所 = 


鈴木 晴 幸 
AA し ん 1993.8.16 生 まれ 
し ょ つた 
1 長 晃 半 大 くん 
お ね 庄 生 、 お めで と うこ ざい ます 。 ③ 生 まれ て きた と き 、 手足 を 鳥 の よう に パタ バタ さ 
質問 事項 ① 名 前 の 由来 を 教え て くだ さい 。 せ て し た の で 、 台 こ 才 く こよ うに こる づけ まし た 。 
④ お 子 さ ん に 対し て 親 の 一 言 を お 願い し ます 。 ⑧ ( 夫 ) 元気 な に な っ て ほし い 


( 妻 ) 明る く 活 発 で 素直 な 子 に 育っ て ほし い 


第 3 コン シュ ー マ 研 究 開発 部 
土屋 淳一 
っ よ つ だ の 
1993.5.10 生 まれ 長男 翔太 郎 く ん 
@ 未 来 に 翔 く 元 気 な 男の子 に な る よう に 。 ーー 
@ 翔 太郎 は パパ 似 な の で 、 ひい おば あちゃ ん が 大 変 喜ん で いま す 。 時 
健康 で 活発 な 男の子 に 育っ て ほし いと 思っ て いま す 。 


< 次 号 の (12 月 号 ) の 
お 知ら せ > 


020 昌 ドー 
アム ズ ・ チ ー ム ・ ド ライ  : 友 VOICE OF HARMONY の コー ナー で は 、 皆 さん か ら 
二 社 。 計 呈 は 決 呈 で 」  : の お 便り を 募集 し て お り ま す 。 お 気軽 に 編集 事務 局 へ 

0 「 投稿 くだ さい 。 FAX で も OK ! お 待ち し て お り ま て す 。 


宛先 : 広報 企画 室 HARMONY 編集 事務 局 
担当 梅村 ・ 寺 嶋 
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93 年 6 月 26 日 挙式 


て ひい 


に 

Li 
の mn 活 
リ り 緒 食 つ 言 坊 
ak 7 も っ 村 も 6 
幸い メ 1 EE ・ 今 
IE 
ー お ょ ュ 結 ・ 思 
っ 1 人 4、 婚 ツ い 
て 講 良 し ! 出 
思 で 箱 よ の 
つき が フ つ 場 
た る な  !? 所 
ドー 
きき だ 
7 
人 

や 遇 SE 


1 高校 で 同じ クラ ス だ っ た 。 


3 ( 夫 ) 朝 、 起 バ と し て も ら え る こと 。 
( 妻 ) 二 人 で 察 の 小物 を 買い 揃え て いる と き 。 


質問 項目 
| お 二 人 の 出会い は 


< プロ ボー ス の 生生 1 7 
3 | 結婚 し てこ よみ カ つ た らら 


と 感じ る の は どん な 時 ? 


lo) 


マー ケティング 舎 


成子 (旧姓 ・ 船 水 ) | 
同期 入社 (平成 元 年 度 ) で | 
同じ 部 署 (H ・E 事 業 部 ) 』 
に 配属 。 ん 
コメ ント は 差し 還 えさ せ て 
いた だ きま す 。 し 
帰宅 し て 、 玄関 完 か ら 中 の 全 
明か り が 見 えた と き (大 学 | 
入学 以来 、 一 人 暮らし が 8 
年 ご 長かっ た の で ) Oo 


e び 9 人 ハ の びび 國 


VOdt (て CT す OOdif TO 民 屋 沿 可 f 半 旭 9 の 
se 時 紗 可 衣 怪 革 


0 測 ま や ル い ウ a、 昌 導 軸 3 ot 


第 3 A M 研 究 開発 部 津田 知 介 
雅子 

会 い 、11 年 前 、 爆 底 ヨ ッ ト 部 に て 。 そ し て 10 年 後 、 同 ヨッ 
ト 部 OB 会 に て 再会 。 

知 「 大 事 な 話 が ある ん だ けど …… 」 

雅 | エッ 、 何 何 何 々 々 … の 9209] 

天上 だ 2 ウデ (人 きき 滞 プ だい つこ と ば は 、 一 生 で の りあ の … 」 
雅 「 お て は 、 結婚 か ぁ 一 川 」 
か くし て で 、、 お し ゃ べり で 頭 の 回 転 の 速い 雅子 は プロ ポー ズ の 言 
本 を 間 く こと か で て きび か か っ た 。 


3 長 電 話 を し な く て すむ こと 。 
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J 寺 生 GO ど rr『 


所 在 地 : 東京 都 豊島 区 東池袋 1 一 21 一 1 
面積 : 1115 坪 

オー プン 日 : 平 成 5 年 7 月 24 日 

スタ ッ フ 数 : 社員 20 名 アル バイ ト 200 名 
店 長 名 : 吉本 武 

サブ マネ ー ジ ャ ー : 小西 、 玉 貫 、 小 林 、 根 岸 、 
売上 目標 : 月 商 20 億 以上 


前 川 


店 舗 ス ロー ガン : 「 人 こそ すべ て | 夢 が ある 職場 で 目指 せ 売 上 2 億 円 し 


ee 


Aroumnd the 


ーー AM 
池袋 GIGO 


7 月 24 日 、 東 京 ・ 池 袋 の サン 

ジイ ン 人 通り 疹 ゆい に ぴー ジル ーー 
た 都市 型 大 規模 AM 施設 [池袋 隊 alt 当ら AI 
GIGO」 は 、 地 下 1 階 か み ら 地 上 呈 幼 能 還 皿 直 司 * 
7 階 ま で の スペ ー ス を 使用 し て 
いま す 。 館 全 体 か ら の イメ ー ジ 
は “2XX1 年 「 神 話 伝説 の 世 レプ 2 避 あ を 、/ 
界 ] ” を 基本 コン セプト に ルー 二 策 ポー 
成 、 ス トー リー 性 の ある 複合 的 環境 が 演出 され 、 訪 れる 人 々 を 
% 想 の 世界 に 謗 っ て くれ ます 。 

総 営 業 面 積 は 約 3465m2。 地 下 1 階 か ら 4 階 ま で の ゲー ムコ ー 
ナー を | 物質 界 ] 、 カ ジノ 入 バ ー の ある 5 階 を 「 妖 精 界 ] 、 カ 
ラオ ケ コ ー ナ ー の ある 6 ・7 階 を | 精霊 界 ] と 定め 、 そ れ ぞ れ 
の フロ アー コン セプト に 合わ せ て 空間 演出 と ゲー ム 機 器 で 構成 
され て いま す 。 


ィ フ イット て 


SCOSCSKS5CCS ーーー 「 


|6F | 受付 待ち 合わ せ | カラ オケ ルー ム 
| | | 


| | ルー ム 


SF| | 対人 カン ノ & バ パ _/ ノ ロー ナー 
、 | 営業 時 間 : 15:.00 一 24:00 
 ※ 対 人 カジ ノ & バ ー は 20 歳 未満 は お 断り 


|4F | アミ ュー スメント | | 潤 業 本 間 : 1000 
| | | 42. ケ 7 _ / THT_ 中 | ー24:00 
| V| ア ュ ュ ー ス | | レ | 営業 時 間 : 10:00 


| アミ ュ 。 スメント 
スポ ー ツ ・ カ ー ニ バル 


| 

| | 
「 | し | 
| | 
| 


| フェ エ ェ ェ 
| | 7 ミュ スメント | 
Tv ケー トム & 体 愉 フ ロア ー 


| | 既存 店 舗 ( 白 札 屋 ) 


ー24:00 


日 1993 年 11 月 1 日 
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